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１１． ２０２７年国際園芸博覧会について 
 

問 41 ２０２７年に旧上瀬谷通信施設において、国際園芸博覧会が開催される事を知っていますか。 

・ 「知っている」が 84.1％と８割以上に達しており、認知度は高い。 

図 国際園芸博覧会の認知度（n=1,284） 

 

 

■ 年齢別 国際園芸博覧会の認知度 

・ 20 歳未満で「知らない」、20 歳以上の世代では「知っている」の方が多い。 

・ 20 歳未満、20～29 歳では「知らない」の数値が全体値を 10 ポイント以上上回っており、20 歳未満で

は「知らない」が６割を超えているなど、若年層での認知度が低くなっている。一方 30 代以上では認知度

が８割を超え、特に 70～79 歳では９割近くに達している。 
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問 42 ２０２７年国際園芸博覧会の開催をきっかけに、期待していることは何ですか。 

・ 「園芸博に合わせた道路などの都市基盤の整備」が 67.8％で、特に多くなっている。次いで「区の認知

度の向上」が 25.5％、「来街者の増加による賑わいの増加」が 22.4％である。 

図 国際園芸博覧会の開催をきっかけに期待していること（n=1,284） 

 

 

■ 年齢別 国際園芸博覧会の開催をきっかけに期待していること 

・ いずれの世代でも「園芸博に合わせた道路などの都市基盤の整備」が最も多い。 

・ 20 歳未満では「区の認知度の向上」、30～39 歳では「園芸博に合わせた道路などの都市基盤の整備」

「来街者の増加による賑わいの増加」の数値が全体値を 10 ポイント以上上回っている。 
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■ 居住地域別 国際園芸博覧会の開催をきっかけに期待していること 

・ いずれの地域でも「園芸博に合わせた道路などの都市基盤の整備」が最も多い。 

・ 本郷では「園芸博に合わせた道路などの都市基盤の整備」の数値が全体値を 10 ポイント以上上回ってい

る。 
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問 43 ２０２７年国際園芸博覧会の開催時に不安に思っていることはありますか。  

・ 「道路の交通渋滞」が 76.9％で、最も多くなっている。次いで「瀬谷駅や三ツ境駅の混雑」が 50.4％、

「日常生活への支障」が 34.7％で、交通問題への不安が上位となっている。 

図 国際園芸博覧会の開催時に不安に思っていること（n=1,284） 

 

■ 年齢別 国際園芸博覧会の開催時に不安に思っていること 

・ いずれの世代でも「道路の交通渋滞」が最も多い。 

・ 30～39 歳で「瀬谷駅や三ツ境駅の混雑」、20～29 歳、30～39 歳、40～49 歳で「日常生活への支

障」の数値が全体値を 10 ポイント以上上回っている。 
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■ 居住地域別 国際園芸博覧会の開催時に不安に思っていること 

・ いずれの地域でも「道路の交通渋滞」が最も多い。 

・ 瀬谷第一、本郷で「日常生活への支障」、細谷戸で「その他」の数値が全体値を 10 ポイント以上上回って

いる。 
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問 44 国際園芸博覧会の関連で、区内でどのような催しがあれば参加したいと思いますか。  

・ 「草花をテーマにしたイベント」が最も多く 33.2％、「現地見学など博覧会をひと足先に体感できるもの」

が 32.1％となっている。以下「農や地産地消がテーマのもの」（26.2％）、「瀬谷の自然を学んだり体感で

きるもの」（25.2％）、「農業や園芸を体験できるもの」（21.5％）などとなっている。 

図 国際園芸博覧会の関連イベントとして参加したい催し（n=1,284） 

 

 

■ 年齢別 国際園芸博覧会の関連イベントとして参加したい催し 

・ 40～49 歳、50～59 歳では「現地見学など博覧会をひと足先に体感できるもの」、それ以外の世代では

「草花をテーマにしたイベント」が最も多い。 

・ 20 歳未満では「草花をテーマにしたイベント」、20～29 歳では「その他」、30～39 歳で「草花をテーマ

にしたイベント」「瀬谷の自然を学んだり体感できるもの」「農や地産地消がテーマのもの」「農業や園芸を

体験できるもの」、40～49 歳で「現地見学など博覧会をひと足先に体感できるもの」の数値が全体値を

10 ポイント以上上回っている。 

 

  


